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背景
システムの状態を知るためにはプログラム
の規則性を見る必要がある

バグ情報にはプログラムの変更点と時間
が記録されている
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修正箇所推定の手順
データベースよりバグを確認

プログラム内の変化の確認

バグが報告される前の,過去の変更点の

確認

4



修正箇所の識別方法
変更点が修正されたものか確認する

開発者の間ではコメントにバグと報告番号を
記載している

トランザクションとバグの間のリンクを確認
する
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構文の分析手法
バグデータのリンクの発見のため,

ログやコメントを証拠と照らし合わせる

バグ番号

コード上の簡単な数値

キーワード
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リンク内容の分析
リンクの状態により,リンク内の数値が変化

バグが少なくとも１度は修正されている

バグレポートの内容がログ,コメントと一致

バグと修正を行った人物が一致

トランザクションによって影響を受ける箇所
がバグに含まれている
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リンク数とトランザクション
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修正箇所の平均サイズ
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修正箇所の平均サイズ
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修正箇所の平均サイズ

11



バグと各曜日の関係性
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バグと各曜日の関係性
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まとめ
トランザクションとバグのリンクを見ること
で,修正箇所がわかる

修正を引き起こすトランザクションはプログ
ラム中に多く存在する

曜日によってバグや修正の数が変わる
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